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	　皆様、こんにちは。
　本日はお忙しい中、お集まりをいただきましてありがとうございます。
　本日、会議進行を務めさせていただきます石橋でございます。よろしくお願いいたします。
　それでは、定刻となりましたので、平成23年度第１回成東地区地域審議会を開会させていただきます。
　初めに、本日の会議の出欠者の報告をいたします。
　現在、定員15名のところ、12名のご出席をいただいております。地域審議会設置に関する協議第８条第４項の規定により、委員の出席が過半数を超えておりますので、本日の会議が成立いたしますことをご報告いたします。
　また、本日の会議でございますが、議事録作成の都合上、会議内容を録音させていただいております。大変申し訳ございませんが、ご発言の際には挙手の上、議長の指名を受けた後、お名前を述べてからご発言をいただきますよう、よろしくお願いをいたします。
　それでは、会議次第により、会長からごあいさつをいただきます。
　会長、よろしくお願いいたします。
　会長の髙木です。
　それでは、始まります前に一言ごあいさつ申し上げます。
　本日は本当に暑い中、毎日毎日熱中症の報道がされている中、お忙しい中でもあります皆さん方に地域審議会にご出席いただきましてありがとうございます。
　既に、皆さん方もご承知だと思いますが、東日本のあのような大震災を受けて、今、東北地方の人たちも実際苦しんでいるところでしょう。まして、我々日本の国民が経験していない原発の被害で、これも住民の皆さん方は大変なご苦労をされているということが報道されております。我が山武市にあっても、海岸地域の住民の方たちが津波によって相当被害を受けているということも承っております。そういう中で、これから皆さん方にいろいろご意見を賜る、こういうことの会議でございますので、十分お聞き取りいただきまして、ご判断をお願いしていければと思います。
　限られた時間ですので、有効に皆さん方のご協力を得まして会議が無事整いますようにご協力いただきますようお願いして、簡単ですが、ごあいさつにかえさせていただきます。よろしくお願いいたします。
　ありがとうございました。
　続きまして、齊藤総務部長から一言ごあいさつ申し上げます。
　先ほど会長さんからごあいさつがございましたように、まだいろいろな地区でお盆に関連する行事とかもある中で大変お忙しいところ、ご出席いただきありがとうございます。
　今お話しのとおり、３月11日の東日本大震災以後の、いわゆる災害に強いまちづくりということについては、本当にいろいろな面でそれぞれの施策に影響が出てございます。今ならできることを、今やれることはやっていこうというふうなことで、最優先で今、取り組んでいるところです。
　そういった中では、また福島の第一原発の放射性物質による汚染問題で、来週の月曜日でしょうか、８月22日に山武郡市で米のサンプル調査を行って、25日には結果が出るというような話を聞いていますので、何もないことを祈っている訳で、もしそういうことになったら大変なことになるかなというふうに思っております。
　まだまだ被災地の状況とか東北地方の状況とか、そういう放射性物質の問題、まだまだ長期化することはございますので、市ではいろいろな面で、放射線問題についても、学校での問題はどうなのだ、土壌とか大気中とかプールの問題はどうなのだとか、そういうものも計画に入れて調査もしていますし、今のところは問題ないということになっておりますが、今後ともまだまだそういう問題も続くというふうに思います。
　そういった中で、今日は保健福祉部からも来ておりますように、主たる議題がこども園ということです。それこそ災害に強いまちづくり、今回のものを教訓にして今できることを取り組んでいこうということの中の非常に大きな課題でございますので、いろいろご意見等も伺いながら進めさせていただければと思っていますので、よろしくお願いいたします。
　それでは、この後の議事につきましては、地域審議会の設置に関する協議第８条第２項の規定により、会長に議長をお願いいたしたいと思います。よろしくお願いいたします。
　それでは、会議に入ります前に、山武市成東地区審議会運営要綱第２条の規定により、会議録の署名委員２名を指名させていただきます。今回の署名委員は、安藤貞男委員様、それから長谷川清和委員様、お二方に署名委員としてお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。よろしいでしょうか。
（「はい」の声あり）
　ありがとうございます。
　それでは、平成23年度第１回成東地区地域審議会会議録の署名委員は、安藤委員、長谷川委員、お二方とさせていただきます。事務局より会議録が作成されましたら、確認の署名をお願いいたします。
　それでは、早速議事に入ります。
　本日の議事は、「こども園整備事業について」でございます。
　まず、それでは事務局のほうから、こども園整備事業についてご説明をお願いいたします。
　それでは、議題の（１）こども園整備事業でございますが、これは保健福祉部のほうが所管となっておりますので、保健福祉部のほうからご説明をさせていただきたいと思います。よろしくお願いします。
　保健福祉部の部長の長谷川です。どうぞよろしくお願いいたします。
　本日は、非常に暑い中、貴重な時間をいただきましてありがとうございます。
　うちのほうから、今日、特に成東地域のこども園について説明させていただく予定なのですが、まず職員を紹介いたします。
　子育て支援課長の石橋です。
　石橋です。
　続いて、子育て支援課係長の藤井です。
　藤井です。よろしくお願いいたします。
　続いて、主任主事の石田です。
　石田です。よろしくお願いします。
　本日の説明内容、冒頭の説明を私のほうからさせていただきたいと思います。
　先ほど、３月11日の東日本大災害をきっかけとしまして、山武市を担う子供たちの命をより安全にしようということで、こども園の事業を、計画はできているのですけれども、その計画を早めようということで皆様に説明させていただきたいと思います。
　山武市、合併しまして、合併当初はそれぞれの４自治体で保育所、幼稚園を持っていました。合併後、時代の流れで子供たちが少子化の傾向にあり、また社会構造が変わりまして、ご両親が働くということもありまして、幼稚園の子供たちがどんどん少なくなってきまして、逆に保育所のほうの需要が高まっていく傾向にありました。成東町時代は13年のころから幼保一元化という考え方がありまして、それを引き継ぐ形で合併後も幼保一元化が検討されまして、現在、なんごうこども園と、幼保一元化としてこども園という名前で施設名があるのですが、なんごうこども園と松尾にあるまつおこども園、この２カ所が幼稚園と保育所を統合した形のこども園となっております。
　先ほど大災害の話が出ましたが、こども園につきましては、全域をこども園化するという方向になりまして、現在、なるとうこども園がさんむ医療センターの南西なのですが、南側の農地を使いまして、1.2ヘクタールほどの農地なのですが、ここに成東幼稚園と成東保育所を統合したなるとうこども園というものを建設しまして、25年４月開園を現在目指しているところであります。
　他の海岸線にあります鳴浜地区と緑海地区、これは幼稚園と保育所のありかた検討会という会議がございまして、そちらの提言としましては４つが１つにまとまるのが適当という意見があったのですが、皆様ご存じのとおり地域性というような、また一体化するのはなかなか難しい状況にあって、時間がかかるだろうとこちらは考えていたのですが、３月11日の大災害をもって、実際の津波の到達した地点と、それと現在の避難場所等が適正かどうかという疑問、意見が出まして、特に緑海地区なのですが、緑海地区の緑海小学校の周辺に保育所という意見があるのですが、ここが標高３メーターに満たない地域でありまして、避難場所としてもかなり危険だし、施設としても想定外の津波が来た場合にはかなり危険があると。鳴浜地区につきましても、標高３メーターくらいありますが、なかなか避難については難しい、危険なところがあるという状況の中で、３月11日以降、幼稚園、保育所の保護者の方々にアンケートをとったところ、アンケートも資料としてついていますが、いろいろな条件を加えると７割近くが１カ所に集めて海岸から離れたところに移設するのは賛同できるというアンケート結果をいただきまして、その建設について、今、計画を進めているところであります。
　場所は、白幡の旧成東児童保健院のところを予定しています。それもできるだけ早くという考え方で、今、計画を進めているところであります。できるだけ早くというのは、東日本大震災については想定外の未曽有の大災害ということで、山武市にも津波が到達しまして、かなりの被害が出たところでありますが、今度は東日本だけではなくて、今、浜岡原発等が停止の原因となっているような東海沖地震、さらには東南海地震、南海沖地震という大きな海溝型の大地震が三連動する可能性もあるというのが中央防災会議等でうたわれておりまして、いつ起きてもおかしくないと言われている状況にあります。
　したがいまして、想定外で、現在、過去、江戸時代には津波が元禄時代には標高４メーターぐらいのところまで到達しているという文献が残っておりますが、それは野島崎沖の地震だったということで、関東地震による津波だったそうですが、日本で一番大きいと言われている南海沖地震等が三連動した場合にはどのくらい来るかは想定外だということが言われているそうです。今回の東日本大災害については、想定外という言葉で当初うたわれていましたけれども、日本の研究機関で、今年の年明けには過去に同じことが1,000年おきに繰り返されているというのが確認されて、学会に報告される直前だったそうです。その時代は、前回は平安時代だったそうです。平安時代の850年から900年にかけて日本一帯が震災に包まれた時代だったそうです。
　現在、静岡なり和歌山とかいろいろなところで地震が多発しております。地震学者が唱えていることは、確率がかなり高いのではないかと思われます。特に、東海沖については90％近くの確率で30年間の中で起きるだろうという確率があるそうですので、山武市としましても、海岸地域、特に危険なところを４カ所を１カ所にまとめまして、児童保健院の跡地を、たまたま市のほうで所有しているということもありまして、将来を担う子供たちの命をできるだけ確保していく、安全なところで保育をしようという考えの中で、このこども園化を進めたいと考えております。
　先ほど保護者の方々にはアンケートの結果で７割近くが賛同できるということでしたが、これをもって各地区の区長さん方にもご相談させていただきました。７月の下旬なのですが、最初は緑海地区の区長会長ほか、各地区の区長さん、それと鳴浜地区については、鳴浜地区の区長会長さんプラス３名の区長さんということで説明をさせていただいたところ、子供たちを守ってもらいたいという意見が出されまして、基本的には了解を得たものと、こちらは思っております。
　ここで細かくこれから職員が説明いたします。ぜひ我々がやろうとしていることを理解していただきまして、未来を担う子供たちをできるだけ安全にするという方針を理解していただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。
　子育て支援課の石橋でございます。
　私のほうから、資料の説明をしながら、今、部長から申し上げました部門について、もう少し今度は詳細のところをご説明申し上げたいというふうに思います。座って失礼いたします。
　私のほうから、資料の１ページから４ページでございます。
これについては、今、部長からも話がございましたが、山武市になってから幼保あり方検討委員会というものを立ち上げてございます。この中で、合併前の保育所・幼稚園の数でございますが、合併前、18年、幼稚園が８園、それから保育所が７所、両方で15ありました。旧成東町の地域は、幼稚園が４つ、それから保育所が４つと８つあった。それが、今現在は山武市全体の中で11になっております。15から11に。旧成東地域は、まだ海のほうの鳴浜、緑海、それはそのまま幼稚園、保育所は４つ残っています。南郷はもう既にこども園として１つになっています。成東地域については、今後、今日も図面をつけてありますが、25年４月を目標に幼稚園と保育所を一緒にしてこども園にしていくという目標で、今進んでおります。
　こども園といいますのは、簡単に申し上げますと、幼稚園と保育所を同じ施設の中で一緒に預かる。突っ込んで言えばもっとあるのですが、簡単に言えばそういうことです。
　これを山武市の方針として、あり方検討委員会では、前おきはともかくとしまして、３ページに優先順位というのがありますが、この中で上のほうの数字の１、２、３、４というところをあり方検討委員会で答申をいただきました。これが平成21年２月でございます。21年２月まで約１年間、いろいろな調査をかけまして、この４点をメーンにやったらどうだということを市長に答申をいただきました。私のほうの事務方といたしまして、そこからいろいろ準備をいたしました。
　それで、１番の成東保育所、成東幼稚園を一本化ということで、この辺から土地を探して、場所も探しながら、今日の後からつけた図面で、先ほど部長からありましたけれども、成東病院の西側です。約１万2,000平米。１軒床屋さんがありますが、その西側というところが一番いいかと。ここの土地の取得も、議会の承認をいただきまして、今、手続の最終場面を行っているところです。これから今年度工事を発注するという段階に来ております。
　２番目の大平保育所をこども園にするというのがあるのですが、これは松尾地区です。松尾地区は公立の保育所が３つございました。それで、今年度４月に１つ、豊岡保育所というのがあったのですが、ここがもう園児が10人を欠けましたので、廃園という形でなくなりました。それで、今、松尾地区は２つです。１つはまつおこども園ということで、もう一つが大平保育所なのですが、これをいずれこども園にしていくということで、今年度取りかかっております。
　問題は、３番目の緑海幼稚園・保育所、鳴浜幼稚園・保育所を統合してこども園にするということが平成21年度２月にもう答申をされたのですが、実務として、なかなか土地とか、その辺が明確に上がってこなかった。実際、進んでいなかったと思うのです。先ほど部長も申し上げましたように、今回新たに白幡にどうかという案が出てまいりましたので、そこについてアンケートをとりました。アンケート結果については後ほど申し上げますが、今、そういう段階に来ているというところです。
　４番目の豊岡保育所は時期を見ながら休園するということで、時期というのが今年度の３月で来たということで、地元にも説明しながら廃園にしたということで、今現在は幼稚園と保育所、合わせて11カ所。これが、今後鳴浜と緑海を統合いたしますと４つが１つになりますので、将来的には合併した中での山武市の中ではこども園、私のほうはすべてこども園にしたいという考えでおりますが、旧山武地区がどうしても今の段階でまだ見えないというところです。今、私のほうとしては７つになるかなという見通しでございます。
　いずれにしても、ここにある１ページから３ページまでの答申をいただいた内容で、事務方として今進んでいるということでございます。
　今後、私のほうも、施設統合に当たりまして詳しく、また児童数も含めまして、あとアンケート結果、それから今後の課題ということで担当のほうからご説明をしたいというふうに考えております。経過として、私が申し上げましたのは、今23年度ですが、そういった面で進んでいるということでございます。
　では、続きまして、お手元の資料の５のほうをご覧ください。
　成東地区の児童数について、こちら５ページのほうで表にまとめてございます。こちら、就学前児童、ゼロ歳から５歳の児童、ここ５年間の児童数の推移について表に５ページのほうでまとめてあります。この表をグラフ化したものが５ページの下の棒グラフになっておりまして、こちら、ご覧のとおり、すべてほぼ右下がりの状態になっておりまして、成東小学校区、南郷小学校区以外はほぼすべて減少傾向の状況になっております。
　ちなみに、18年度当時、約５年前、就学前児童数1,108名いたのですが、今年度、23年度現在1,000人を切っておりまして、967人の就学前の児童数となっております。
　続きまして、６ページのほうへ行きまして、６ページのほうが鳴浜、緑海地区の幼稚園・保育所の現在または13年度当時からの入所されている子供たちの数の推移の表になっております。こちら、要するに鳴浜、緑海地区、減少傾向で、23年度、鳴浜、緑海地区の幼稚園・保育所、合計で161名の数となっておりまして、10年前、13年度当時、合計219名おりました幼稚園・保育所の入所の数が現在161名というふうに減少した数字となっております。
　続きまして、７ページのほうへ行きまして、保護者アンケート。こちらは、今回の東日本大震災を受けまして、先ほどから申し上げています鳴浜、緑海地区の幼稚園・保育所をまとめてこども園化した場合の設置場所につきまして、成東児童保健院跡地にこども園を設置するということにつきまして、保護者の方へ同意を求めるといった内容のアンケートを６月に実施した内容となっております。その結果、賛同するというふうに明確にいただけた方が59.46％、約６割の保護者の方から賛同いただける内容となっております。
　児童保健院跡地の場所につきまして、11ページ、こちらが成東地区の地図、保育所・幼稚園、児童保健院跡地等の地図になっておりまして、その距離等を載せたものになっております。
　あと、成東児童保健院跡地にこども園を設置する場合の配置図としまして、資料13ページのほう、児童保健院跡地の敷地面積が約２万6,700平米ありまして、そのうちの約１万3,000平米、黄色くマーカーをした部分を現在、あくまでも予定ですが、鳴浜、緑海地区のこども園を設置する場所の敷地として検討しているところであります。
　補足になりますが、12ページが、さっきのさんむ医療センター西側に建設予定のなるとうこども園の完成予想図となっております。
　以上、保健福祉部より報告いたします。
　それでは、ただいまの説明を受けまして、これから委員の皆さん方にご意見を伺う訳ですけれども、質問に当たりましては、挙手の上、お名前を申し出てご質問を行っていただければと思います。よろしくお願いいたします。
　何かご質問は。では、安藤さん。
　安藤ですが、よろしゅうございますか。
　行政のいろいろなこういう計画をつくっていくに当たって、いろいろな条件といいますか、環境といいますか、そういったものを考慮した上で考えていくというのが本来のあり方だと思います。
　そこで、今回いみじくも３・11のああいう地震とか原発、津波という事故があって、このアンケートを見ても、そのことが率直に皆さんが心配されていることだと思うのです。ですから、こども園の設置計画というものに入る前提というか、このような質問あるいは心配のアンケートが出たということも含めまして、これは当然だと思うのですが、要するに山武、成東町から見ても、地震対策が私はあったと思うのですよ。避難所を設定していたということは、恐らく地震が起こるということを前提に指定避難所があった訳でございますが、恐らく結果的に津波対策というか、そういうものについては全く話も聞いていませんし、100年前に何か３メートルか４メートルの津波が来たよとか貝塚があるとか、そういうような歴史については何かあるようでございますけれども、いわゆる身近な問題として、そういう話は市に余りなかったということで、ですから、それは計画がないということだったのですよ。そのときにどうするのだという具体的な話がないということだと思うのです。
　ですから、そういうことを、いや、今日ここでそれを議論しようとすることは、私も当然予想もしていませんし、恐らく行政側の方も即座に回答できるとは思っていませんが、そういったものに対する今後の取り組み、これは市としての計画力とか限界とか、それは県だとか、あるいは国だとか、そういったさまざまな領分があって市の計画というものができてくるだろうと思うのです。だから、そういうことにまず取り組んでいくという計画といいますか、そういうものに取り組もうではないかというような話が出ているのかどうか。もしあるとすれば、時期が明示できるのだったら一番いいのですけれども、５年先とか10年先までにはつくるのだとかというようなものがあるのかどうか。
　私は本須賀に住んでおりますが、床上の浸水もありまして、ボランティアで畳の片づけも手伝いに行ってきた一人でございますが、銚子沖で２メートル40と言っていました。それが飯岡の港では４メートルを超えたというか、本須賀あたりは果たして何メートルであったのか、間違いなく土手を超えて水が流れてきていることは確かなのです。ですから、これは宮城沖地震ですよね。これがどこを想定するか。東海沖地震とか何とかというのはありますが、そういった部分をこれからどういうふうに考えられていくのか。
　状況としては、私は福島出身なのですが、仙台空港ですか、あの辺と同じぐらいの沿岸になっているのではないかというふうに想定するのです。そうすると、何メートルというふうに想定するのかわかりませんが、要するに私の言いたいのは、こういう計画を作成するに当たっては、こども園整備の担当部署だけがつくっていく訳ではないのだろうと思いますが、そういう箱物をつくる際にはそういうことも当然考えていかなくてはならないだろうと思うのです。その前提にあるのは、先ほど申し上げた地震対策であり、津波対策であると。
　そういったものは、市としてどういうふうなことをやっていくのだろうかというあたりの、取り組みの、市の問題ですから、そう簡単には進んでいないと思いますが、その辺のことについて、もし現在でわかる内容であればお知らせいただかないと、何か話の筋によっては、こっちの話に、枝に進んでいってしまいやしないかと。人それぞれ視点が違いますから、ある程度共通認識というか、それはいつごろまでにできるのだということになれば、それはそれなりに理解できると思うのですが。
　したがって、一つの方向性と申しますか、そういうものについてお話しできるものがあれば、一つの前提として、この程度だという前提で私も話を進めていけると思いますので。全く今の、あるのかないのかわからないような状況でどうするのだという時点で言ってもしようがないと思いますので、一言、始まる前にその辺のところをお話しいただけたら、進め方としても、横道に、横道というのではないかな、進みぐあいによってはそちらに行くのではないかと思うので。
　今日は、地震と総合計画というのは安藤委員のおっしゃるのはわかっていますけれども、ただいまのこういう提案をされましたのは、こども園をこのような形で震災や津波、そういうことも含めて早急に、子供、将来の子供たちの……。
　いや、それはわかっていますけれども、確かに。
　やらなきゃならないということで委員に伺っていますので、その内容についてご質問いただければと思います。
　いや、ただ、私は、このアンケートについての説明はなかったのですけれども、いろいろこの時間、読んだために、そういう話がちらほら出ているでしょう。それについて何かみんな心配だというふうに言っているので、何か前提になるようなものだけでも話があれば、今この辺だということで、そこから先へ進まなくてもいいのではないかというふうに思うので。
　ないならないで、しようがないですよ。しようがないと思いますけれども。
　では、わかりました。では、すみません。わかる範囲で。
　このアンケートをとる時点から、今ご指摘のあった件についても当然前提として、どう対策すべきものであるかということは議論をしています。総合調整会議でやっていますので、その中で、東日本大震災を受けて中央防災会議が案として出したものを受ける形に今はなっています。
　今回の未曽有の大きい災害については、山武市の地域についてはこれを防げるものはない。いち早く逃げる手段を確保すべきという提案がされています。小規模なものについては、行政の責任として防御すべき、この２点が挙げられていて、まだ決定はされていないと思いますが、山武市については、逃げる、比較的高い建物が、存在していないのは事実です。今回の鳴浜地区と緑海地区、そういう地域性も、今まで長く住みなれた地域を高台に移すとか、そういうことはできない。現状で大災害が起きたら、いち早く回避していただく何らかの手段をとるしかない。その中で最善を尽くすには、子供たちを一番海岸から離れた、ここ、児童保健院ですけれども、標高5.8メーターほどあるのですが、そこだったら、こちらの国道より北に行けば標高10メーター以上確保できますので、全員を100％逃がすことができるかどうかはこれから検討されますけれども、より安全な地域で保育をすることができるという前提で、この計画を進めています。
　市全体の防災計画の見直しとか津波ハザードについては、現在取り組んではいますが、総務部のほうの担当になりますけれども、実際その見直しについて取り組んでいる状況です。
　総務部、齊藤でございます。
　今、安藤委員のご指摘、ごもっともです。市としての防災計画をどうするのだというのは、今回、３月11日を経て大きな課題としてございます。
　市は、災害対策基本法に基づきまして地域防災計画というのをつくってあります。地域防災計画の中身というのは、例えば台風、風水害編、風水害のときどうするかとか、こういう地震のときどうするか、あるいは津波のときにどうするか。ただ、津波については、今までの想定を超えるものが東北地方で起こりましたし、現在の防災計画の中でも詳しくというところまでは行っておりませんので、これを契機に、そういう地域防災計画の見直し作業は今後始まります。スキームとすれば、国が方針をつくって県と市と調整しながら防災計画をつくり直すという作業がこれから始まってきます。
　それとは別に、現在、今、長谷川部長が言いましたように防災ハザードマップということで、どれくらいの地震が起きたときに津波が発生した場合、どこまで浸水するのだというのを科学的に分析して、急ぎ、そういう地図に落としたものをつくろうではないかという作業を進めてございます。そういうものを参考にしながらも、あるいは津波のときの避難マニュアルをつくっていこうとか、そういうものを今取り組んでいるところです。それを待っていては半年かかったり１年かかったりするものもございますので、基本的なことがなければ物事が動かないというと、なかなか遅れてしまうものもございます。
　そういった中で、例えば今回の津波の成東、蓮沼でどれくらいの浸水面積があったかというと、千葉県の発表ですと、9.4平方キロの面積があって、遡上、最大到達距離というのが2,960メートル、海からあったと。これは、もちろん川から遡上してきた訳ですから戻るということで、そういう中からでもいろいろとれる対策はとっていかなければしようがない。
　今回課題に出ています鳴浜、緑海の保育所あるいは幼稚園というところは老朽化もしていましたし、今後に対してどうするのだという問題がちょうど課題としては出ていた訳です。とすれば、いち早く、いち早くというか、できる対策はとっておくべきだろうということで、今回の提案の案である白幡の保健院の用地が市で確保できていますので、そこにこども園化を図って４つをまとめて、せめてそこに１つにしたものをつくれば、ある程度の防災の視点からも子供たちの安全を確保できるだろうというようなことで、できるところからというようなことで、この計画になってきたということです。
　ありがとうございました。どうもすみません。
　研究しているそうですので、とりあえずは。
　そういう共通認識をいただきたいということでございますので、ちょっと横道なのでしょうか。申し訳ありません。
　緊急性は、まず子供さんということから始まったのではないでしょうかね。
　あと何か、どなたか。田邉委員さん。
　田邉です。
　幼保の一元化、これは合併の前から成東町時代でも随分騒いだ問題ですね。それで、この津波が幸いといっては語弊があるかもしれないけど、旧児童保健院を、市のものだから。道路面、一元化するに、緑海や鳴浜は、両面道路ですからこんなにいいところはないですよね。
もっと本当は早くやればよかったのですね。
　前々から、幼稚園と保育園をなぜ別に。所管が違うからだろうけれども、この津波を機会に一元化してしまったほうがいい。どんな大きい津波がまた来るかわからないから。私は、これを早く急いでやってもらいたい。これが１つ。
　それと、津波のとき、私、海で見ていましたから。砂山の上で。
　ある議員が、こういうことを言いましたよ。九十九里が被害がないのは波乗り道路があったから。こういうばかなことを言っているのよ。九十九里は、作田川の防波堤ができたから守られたのです。港は船が流されて、作田川の橋がふさがれたから第１泊地へ乗り上げた。
　津波というけれども、チリ地震のときも私、見ていたけれども、海の水が一体として南に動いたね。それで、向こう側から白波が打ってきて、ああ、松ケ谷のあたりへ来たかなというときは、もう足元をさっとさらわれた。本当に秒速ですよ。それで、こっちを見たら、作田川の港の護岸、あそこへ水の屏風ですよ。それで、本須賀納屋に海水がたまったというのは、あれは波が入ってきたのではないの。電気が故障したから、ポンプアップですから水が流れなくて、なったのよ。
　だから、議員もそんなとぼけた議員がいるのよ、見ないで話しているのが。波乗り道路をつくるのは必要かもしれないけれども、バッジをつけた人がそんな考えを持っていれば話にも何もならないね。
　私は、これは早くやったほうがいい。むしろ、これをモデルにして、ほかのを統合したほうがいいのではないかなと最初から思っていました。
　以上です。
　あと、どなたか、遠慮なく。では、大類委員。
　ちょっと私、お尋ねしたいのですが、あり方検討会がありましたよね、これ。２年前はそれでやろうということは結構なのですが、議会で承認されて土地の取得に動いていると先ほどおっしゃったけれども、順番としては、あり方検討会があって、その後に審議会があって、その後、議会で土地の取得に動くというのが順番なのではないだろうかと。逆に言うと、では審議会をやる前にもう土地の取得に動いたということは、もうやることを前提に審議しているのかというふうな疑問を持つのです。
　なぜこんなことを聞くかというと、市バスの件で、今、ご承知のとおり、ひどいあれになっていて、やることが決定していて、それで、その後に審議をやるというのだったら、審議委員がばかにされているような気持ちになってしまう訳ですよね。その辺をお尋ねしたいなと思って。
　土地の取得に動いていて、その後に審議をするというのは順番が逆なのではないかと。あり方検討会でこういうものが決まったから、それでは審議をして土地の取得に動きましょうというなら私たちもわかるのですが、土地の取得が先でもって審議が後というのは何かちょっと一抹の、納得いかないというか、そういう疑問を持つのですが、いかがですか。
　そこら辺、説明できますか。お願いします。
　なるとうこども園については、21年の時点で決まっていまして、土地の取得で議会の議決要件というのが地方自治法の要件でありまして、5,000平米を超えるものもしくは2,000万円以上の財産取得の場合に議決を要するというものでありまして、今回は特に海岸地域の幼稚園・保育所を１つにさせていただくということで説明させていただきたいということで申し出させていただきました。
　成東については、もう既にあり方検討会で答申が出ていますので、それに沿って事業を進めていた経緯がありまして、決して地域審議会のほうの了解をもらって進めるという前提のルールはありませんでしたので、なるとうこども園については報告すべきだったということであれば、この辺は深く反省いたします。
　ということだそうです。
　そうですか。別に反対ではないのですが、ただ、順番がおかしいのではないかなと思ったので、ちょっとお伺いしただけです。結構です。
　どなたか。長谷川委員。
　すみません。私も今、大類さんと同じようなことを考えていたのですけれども、実はその前に、今、この前の道路をつくり直して橋をかけていますよね。その橋は真っすぐ行くと、今現在の事業予定地にぶつかる予定ではないのですか、この地図で見ますと。そうすると、影響はないでしょうか。道路が広がって、どこかもっと向こうへ広い道路をつくって、城西国際大のほうへ行くような道路になっていくのではないでしょうかね。一つの第二のバイパスをつくる予定ではなかったのですか、国で。
　庁舎前の道路については、成東町時代に病院との利便性ということで、この橋をかけて通行できるようにしてもらいたいということで事業が進捗しておりました。それを受ける形で、病院の、現在、和食亭から島の踏切まで改良をかけた経緯があります。通り抜けが……
　できるようにね。
　前から和食亭のほうに向かってということの整備でありました。今回、なるとうこども園の選定に当たっては、７カ所の土地が候補地に挙がりました。駅周辺とか７カ所ありまして、主に成東地区と大富地区の方々が利用されるということで、そのほぼ中間地ということで一番点数の高かったのが病院の前ということになりました。
　その道路が延長されるのではないかということなのですが、これは現在のところ、市長は議会等ではまだ白紙状態ということの答弁をしております。ただ、将来的には土地利用はそういう、今ご指摘された可能性は含んでいると思います。
　ということだそうです。
　よろしいです。わかりました。
　橋はいつごろできるのですか。
　来年３月と聞いていますけれども。私、聞きに行ったのです、土木課へ。来年３月ということです。
　そうですか。
　今年橋梁がかかって、なるべく早く完成させたいということでした。
　あと、どなたか。湖島委員。
　湖島です。
　整備事業については、すごく今、安全性の点からも賛成できるものだと思うのですけれども、こども園に関して、それを置きかえているところがちょっとどうなのかなと。実際、一番大切なのはその中身の問題だと思うのですけれども、一元化の問題にしても、もともとスタートが見切り発車なところがあって、中身がきちんとされていない、システムがきちんとされていない状態で始まったような感じがするのですけれども、この整備事業とこども園の話が一緒になっているところが気になっているのですけれども、そこら辺はどうなのでしょうか。
　お願いします。
　今、ご指摘の件ですが、冒頭申し上げさせていただきました、６ページですけれども、数値的に幼稚園の子供たちの定員割れ率が年々増していく状況なのです。
　幼稚園の子供たちは９時に登園しまして、保育時間は基本的には２時です。今、延長保育をやって、３時までやっています。それに比べて、保育所は７時から７時までやるという現状、まだ全保育所ではないのですが。どうしても幼稚園の子供たちが減っていく理由は、ご両親の就労関係です。どうしても核家族化になって、家で子供たちを長い時間面倒見られないという状況が如実に反映されていると思います。したがって、今回、こども園というのは、最初ご指摘があったのは、法整備がなされていないのが現状でありました。
　なんごうこども園とまつおこども園のスタートがかかったときに、１年前に習志野市が取り組みまして、そのときが厚生労働省と文部科学省、それの法律の壁が低くなったために実現可能になってきました。成東町時代は、どう取り組もうかという考え方は、特区をとったのです。特区です。法律の特別な扱いをもらって、幼稚園と保育所を一緒にやろうということで進んでいました。
　合併して山武市の中で20年にスタートしたのですが、やはりご指摘あったとおり手探りの部分はありました。現在、３年たって４年目になりますけれども、いろいろな面で改善がされてきていると思います。
　このアンケートの中に「わからない」という方等があるのですけれども、それは今、湖島委員さんがご指摘されたことも不安があるということで、ただし、位置については了解しますという、そういう条件つきみたいな意見がございますので、先ほど私、７割と言わせていただいたのはその部分なのですが、その辺は幼稚園のいいところと保育所の機能のいいところを合体させるというのが基本ですので、これは皆さんのいろいろな意見があると思いますが、子育て支援センターという一時保育とか相談事業も充実させていますので、市民にとってよりよい施設になるよう、こちらは努力させていただきたいと考えております。
　以上です。
　よろしいですか。
　はい。
　あと、どなたか。小山副会長。
　小山です。震災が起きる前の緑海と鳴浜地区の幼保一元化はずっと話を聞いていて、いいことだなとずっと思っていました。鳴浜の保育園も耐震で引っかかっていて、園児のお母さんからも散々聞いていまして、早く耐震をやってくれという話もずっと聞いていました。そのうちに震災が起きまして、こういう話が出てきて、教育長のほうからも話を聞いていたのですけれども、本当にいいことだと思います。
　ここの場所だったらば、宮城県の名取市がここの地域にそっくりだと。私も名取市へ行って見てきましたので、ちょうど成東町と同じような地形だなと思っています。私の友人も名取市にいまして、家まで７キロ。津波が６キロのところまで来たというような話で、その友人も仙台空港で被災して亡くなってしまったのですけれども、ここと同じような地域なので、白幡の保健院跡だったらば、６キロぐらいですかね、ちょうど大丈夫ではないかなというふうな思いがしています。だから、その件に関しては、場所的にもすごくいいところだと思います。
　さっき田邉さんが言われたように両面道路ですので、緑海のほうも１本道路がありますし、鳴浜も１本道路がありますし、位置的には一番いいところかなと思います。
　アンケートの中にもありますけれども、外観がちょっと怖いイメージがありますけれども、それは修復することで何とでもなることですので、この件に関しましては大賛成であります。
　以上です。
　どなたか。
　ちょっと今の件について参考ですけれども、この中に出てくる意見の中に既存の病院棟といわれる大きな建物、そこを改修するのではないかと想定されている方もいらっしゃいます。実態は、あの病院棟の施設をこども園化するといったら、かなり難しい状況がありまして、こちらで最後の図面にありますように、黄色枠のほうに、こちらのほうに専用の建物を建てようと考えています。道路も、これは市道として整備、改良します。改良して大幹線と県道を直に結べるようにしたいと思います。
　それと、鳴浜と緑海地区の４施設をここに移すということが基本なのですが、保育地域については見直しをして、成東、特に中間部より南側は、なんごうこども園とここにできるこども園で利便性の高いほうを使っていただく、基本的に。ただ、全部がそう自由に選べる訳にはいかないのですが、なんごうを使われたほうが、例えば木戸浜地区の方々は便利だと、そういう振り分けは見直しをしたいと思います。必ず小学校区単位で地域の子供たちを、枠をくくるということではなくて利便性を重視したいと思います。
　私もこの場所は年に何回も行きますので、市民会議の模擬店用の材料とかがいっぱい置いてありますので。ここは病院棟のほうとは違って開けていますので、そんなに怖いようなイメージはないのかなという気もしています。
　あと、長谷川委員。
　長谷川です。
　幼稚園と保育園が合併するという案には私も賛成です。ただ、鳴浜、緑海地区についてなのですが、これを合併して白幡に設置するという場所の選定で、使う父兄の便利性というのでしょうか、そういうものに問題がないのかなというのも思います。安全第一というのは当然のことなのですが、どの程度の災害を想定して白幡を選定したのかよくわかりませんが、少し説明がありましたが、場合によっては構造的なもので解決できるのかという問題もあると思います。
　多分、預ける方というのはみんな忙しい方だと思うのです、保育園。例えば、緑海の一番海岸の端から白幡のこの施設まで迎えに行くというのは結構大変な方もいるのではないかと思うのです。そういうことを考えると、安全を無視ということではなくて、合理性だけで場所の選定とかという考え方は非常に問題があるのではないかなという気がいたします。
　そういうことで、もう少しその辺に検討の余地がないかというのが私の意見です。
　場所の位置の問題、大丈夫かなという考え、とにかく選んだ経緯が説明できればよろしいかと思います。選んだ理由ですかね。
　先ほどから標高の話はよく出ますけれども、標高であったら、簡単に言えば建物を高くすれば標高は上がる訳なので。ちょっとその辺はよくわからないのですが、多分若いお母さんとかは預ける方が多いと思うのです、仕事をして。そういう方が、ちょっと迎えに来るのに白幡でどうかなという方もいるのではないかなと。やはり使う方が便利というのも考慮する必要があるのではないかと思うのです。当然、安全が第一なのですが。
　子供さんの安全と、要は送り迎えですか。
　そういうものもかなりあるのではないのですか。
　かなという感じですかね。
　何か説明できますか。どうぞ。
　区長会の皆さんに説明したときも、その辺が指摘されました。短時部、幼稚園の部分については、現在の通園バスを今は存続させるという方針でいます。今日は教育部が見えていますけれども。あとは、働きながら子供さんたちを送っていくということで、先ほど言ったように７時から７時まで見ていることになりますので、現在７時に使われている方々は、例えば利便性の高い成東保育所を希望する方々が多いのです、海岸のほうの方でも。その近くで働いているという方にしたら、やや遠くなるという可能性はあると思います。
　すべてを満たすというのは現在難しいもので、子供たちの安全を確保するというのを最優先でいきたいと。アンケート結果が低ければ、この位置というのは選択の余地はないのですが。
　明快な回答にはならないかと思いますが。
　どうですか。
　もう一つ。
　はい、どうぞ。
　今の件では結論で。
　もう一つ、鳴浜、緑海地区を白幡に集約するということであれば、地区的に考えて南郷地区も一緒にしても地域的にはおかしくないですよね。あと、入れ物の問題がありますけれども、そういうような考えであれば、なお合理的ではないかと思います。
　という考えが出ましたけれども、いかがですか。どうぞ。
　私のほうでも、今、確かにそういうご意見も多数いただいて、実は去年アンケートをとったら、白幡へ行ってもいいというのは100人に４人しかいなかったのです。今年、地震の後に急遽その４つを、今のままでいいのかと。４ページにも年数が書いてありますが、特に幼稚園の園舎が傷んでいるという状況です。
　それを早急に改善しなくてはならないという中で、正直申し上げまして、私のほうの計画として、鳴浜は今ある保育園で幼稚園を受けて、鳴浜は鳴浜、緑海は緑海という形で当分いったらどうだという案もあったのです。地震の前ですが。新しく土地を設けたらどうだというのは、ここの２ページにもありますけれども、緑海幼稚園の周りを拡張して新しいのをつくったらどうだという案があったのです。当初、これでいくのだろうという形でいたのですが、正直なところ、鳴浜と緑海の方々の意見を聞くと、ここがいいだろうという場所はなかったのです。それで、そうこうしているうちに地震が起きまして、市のほうも今まで部長のお話のとおり、早急に何とか、子供の生命の安全を第一に考えたら白幡はどうだという案が出てまいりまして、このアンケートをとったという経過でございます。
　ですので、今ご指摘いただいたようなご意見も私のほうは重々承知した上で、全員100％が満足される場所なり施設というのは相当難しいかなと。
　それと、将来、こども園が成東、南郷、白幡３つになりますけれども、今現在考えているのは成東が220人、それから白幡は200人、それから南郷で160人という程度の定員を考えています。この辺のバランスについては、先ほど部長も言いましたけれども、私のほうが全部仕切るのではなくて、保護者の意向を聞いた上で、納得してもらった上で、この３つで総体的に受けられるだろうと。今後の児童の数の推移を見た中では、現時点ではそういうふうに考えております。
　すべてそういう意味では、100％すべての方の満足を得られるのはかなり難しいだろうというのも承知しております。よろしくお願いいたします。
　ということであります。まだありますか。
　もう一つ、いいですか、聞いて。
　はい、どうぞ。
　例えば、白幡ではなくて、この辺にあったら、こういうふうな形にすれば、今考えている安全は保てるよという提案というのは、市では考えていないのですか。
　今、成東をやった経緯からいうと、新しく土地を設けて新規に購入してやると、多分５年はかかります。これから新しい土地を探して、そこを取得して買ってやろうと。今、公有地で持っている中でしたら、この白幡が一番早いというか、場所もいいだろうという案なのですが、今のご意見、すべて戻して新規にやると。何をというと、先ほどから部長が話しているように、いつ地震が来るかわからない、いつ津波が来るかわからない。これに早急に対応しなきゃならないという考え方も大きく、この白幡で動いています。
　その辺のご意見を、今日来たのも、そういった考え方も聞いた上で今後進めていきたいというふうには考えておりますけれども、新たな場所をというのはかなり時間がかかるだろうという予測はしています。
　お金もかかりますね。
　お金も当然かかります。
　一度できると何十年と動かない場所ですからね。そういうことも考えて、それが最善策かと検討する必要があると思いますよ。住民にない知恵を出して、ある程度提案して示すというのもやはり市の仕事ではないかと思いますね、知恵のある方の。そういうお金の使い方も必要ではないかと私は思います。
　でも、アンケートを求めたときには、場所は指定してあるのですよね。
　そうです。
　この場所で移った場合ということで、いかがですかと説明して……。
　説明してあるのですよ。
　そのときには、今の平らな状態だけを条件で多分皆さん考えていると思うのです。こういう形で安全が保てるのならという考え方はなかったと思うのです。
　これは地震後ですよ。
　そういうことでなくて、例えばつくり方をこうすれば、この地区でも安全性は保てますよという提案があった場合、白幡と比べてどうだという比べ方は多分されていないと思うのです。
　それはないでしょうね。
　一般の人に考えがつかないような、もっといいものがあれば、それを提案する、それが市民に対してのサービスではないかと私は考えます。
　諏訪委員。
　諏訪です。
　私は、白幡の児童保健院の跡地というのは大賛成です。
　地震の後、我が家でも長女の上の子が４月に鳴浜幼稚園に入園しました。やはり海から一番高い、遠いところの高台ということで子供の安全を一番の最優先に考えてつくられた提案なので、私は早く実現して、早急に行っていただきたいと思います。
　あと、今、幼稚園、保育園のお子さんは、鳴浜幼稚園では今年の入園児が14名だったのです。どんどん少子化にあって少なくなってきておりますので、私も時々幼稚園行事に参加して、行ったりもするのですけれども、統合することによりまして、いろいろな地域のお子さんと、またいろいろな地域のお母さんたちが触れ合うこともできます。
　それはまた二の次だと思いますが、今現在もやはり鳴浜保育所、幼稚園、それから緑海幼稚園、保育園、こういう場所は非常に危険な地域にある訳ですので、一刻も早く対応していただいて、その中で、やはり子供の安全を守ることが最優先で早く対応していただきたいと思います。ですので、賛成です。よろしくお願いします。
　あとは。野口委員。
　野口でございます。
　私はあり方委員会のほうにも参加させていただきまして、今まで来て、私は本来、個人的には統合するのは余り賛成ではなくて、なるべく、小さくてもいいので子供たちが家の近くからという思いで来ました。しかし、いろいろな面を考えまして統合に賛成し、審議を進めてまいりました。
　そこで、先ほど石橋課長さんがおっしゃっていたように、鳴浜は鳴浜で緑海は緑海でという、それもいいかなと思ってきたのですけれども、それと同時に、また白幡の保健院の跡地というのは、あのままあのいい場所を遊ばせておくのはもったいない、有効活用はないだろうかという思いもありました。そこで、あの白幡にという話も出ていたのですけれども、やはり遠いということでの問題が何度も言われていて、話がなかなか進みませんでした。この震災後の白幡のこども園というのが急遽うまく進んだというのはいいことだと思っております。
　そこで、先ほど話があったように、遠いところからこども園に連れていくのに、いろいろな家庭があります。おじいちゃん、おばあちゃんがいて、車も各家庭にたくさんあって送迎は大丈夫だよという家もありますけれども、中には車が簡単に手に入らないお宅もあります。そこで子育てしている人もいますので、今、市で行っております乗合タクシー、あれがとてもいいかなと思って。
　ただ、それでの制限をこども園の送迎にも使ってもいいよという枠を、通勤・通学には使ってはいけないというような縛りがあるのですよね、今。その枠を外して、全員がそれを使うのではなくて、使わなければならない人には使ってもいいよという形に、その縛りをなくしていただければいいのではないかなと思います。それをお願いしたいなと思います。
　ということのご希望ですね。ただし、縛りはまた別の問題だね。
　契約であって通勤・通学はなしになっているので、それも縛りをなくしてもらえればいいというだけです。これから検討していただければ。
　今のルールですと、野口委員さんのおっしゃるとおりで通勤・通学には使えないということになっております。
　これは、いろいろなところからも考えなくてはいけないのですが、やはり通勤・通学の時間帯というのは、他の部分では通院とかそういう時間帯にも、朝の一番、足のない方の利用が一番多いということになります。そういうことで、当然、今どれだけ費用をかけていいかという問題も含めまして検討しなくてはいけないというふうにも考えておりますが、今のところはなかなか通勤・通学というのは難しいかなということで考えております。
　通勤・通学ですと、やはり考えられるのは大量輸送というのが大体通勤・通学、定時定路線型のバスというのが大体通勤に利用できまして、こういうのは乗合タクシーですと、今現在使っているものを、ワンボックスタイプにすれば多少は乗れるということも考えられますけれども、今すぐここで、そうしますと言う訳にはなかなかいきませんので、当然、活性化協議会等で協議をしなくてはいけない訳ですので、とりあえずご意見としては伺っておきます。
　はい。お願いいたします。
　あとは。どうぞ、長谷川委員。
　長谷川です。
　私、今回初めて出席させていただいて皆さんの意見を聞かせていただいて、非常に皆さん活発な意見を出されましたが、一番肝心なことは、まず子供さんを安全に、そしてまた安全な場所で育てたいというのが、親もそうだし、皆さん、行政の方もそうだと思います。
　そこで、この子供さんたちをいかに安全にするかということを基本に、もう一度、まだできていないのですから、皆さんで考えていただきまして、子供たちが安全に成長できるような方法をみんなで考えていければいいのではないのかなと。私はそれだけを願っております。
　それと、もう一つ、今、野口委員のほうから話がございましたが、乗合タクシーですか、それも私は大賛成なのです。というのは、ゼロ歳からですよね、受け入れは。そうすると、お母さん方が朝晩送っていく、どうしてもゼロ歳の子供は送っていかないとしようがない訳ですから、そういうのも考慮していただきたいなと、それは思っております。
　１つだけ。大分細かい話で申し訳ないのですが、幼保一元化というのは私も昔いろいろなかかわりがあって、大分古い話で、やっと現実の問題がここに出てきたなというので喜んでいる一人でございまして、大変、労働組合とかいろいろあったりして、そういう歴史があったのだろうと思うのです。保育の内容が一体化する訳ですから、12時間対応とか６時間対応とかというような、そうしますと、現場はどういう実態なのだろうなというふうに感じるのです。そうすると、合体はしたけれども、グループは昔の幼稚園グループみたいなものがあって、そして保育園は保育園のグループがあって、そういうふうにして、要するに箱物は一体になったけれども、部屋は別々違うのではないかというふうなことなのかなと。現場の問題ですね。
　もう一つ、先生方の問題です。幼稚園の、あれは教員です。勉強が違うのですよね。保育士さんは保育士さんとしてのあれがありますから。こういった方々の、私は法の体系がちょっとわからないのですが、両方できるということになっているのだろうと思います。しかし、職員として採用する場合、やはり保育士さんとして採用するのか、あるいは幼稚園教諭として採用するという、そういうバランスの問題もあるのかどうか、そういうことになって進んでいるのでございましょうか。
　ちょっとその辺の現場の状況といいますか、そんなことを教えてもらいたいと思うのですが。
　お願いします。
　現在、こども園という形で４歳と５歳の子が短時部といわれる幼稚園部分になっております。そのほかはゼロ歳児、10カ月から入れまして、５歳までの長時部という形になっております。４歳児と５歳児は、いわゆる幼稚園のお子さん、保育所のお子さんというような分け方は特にしておりません。４歳児のクラス、５歳児のクラスで同じで、一緒になって保育をしております。
　帰る時間が違うのですね、その中から。
　帰る時間が違います。お昼寝も、長時部といって長くいる保育所型の子供たちについてはお昼寝が出てきますので、お昼寝の時間は長時部のお子さんがします。短時部といわれる早くお帰りになるお子さんたちは、その間、昼寝をしない状態でいます。そのような形で進めております。
　先生はどうなのですか。先生というのか、保育士さんと先生は。
　現在、保育所の保育士の資格と幼稚園の資格を持っています。両方お持ちの方を私どもは現在採用している方向です。
　採用もそういうふうなバランスをとって、今後は補充していくということなのですね。両方の職種からとっていくというところなのですか。
　そうですね。今後、また幼稚園のほうと一緒になる形で、幼稚園のほうの先生方も、いわゆる短時部の４・５歳のお子さんについては幼稚園資格で見れるという形になっておりますので、そのような状況です。
　そうですか。わかりました。どうもありがとうございました。
　それでは、一応皆さんそれぞれお話、ご意見を聞かせていただきましたので、そろそろ次の話に進めさせていただきたいと思います。
　次に入る前に、一応地域審議会としては、皆さん方のご意見を伺っておりまして、このこども園整備事業に関しましては、行政側で進めようとしていることについては、それで了解をするという形をとらせていただいて結構でしょうか。
（「結構です」「賛成です」の声あり）
　ありがとうございました。そういうことで、では進めていただきたいと思います。皆さん方から寄せられたご意見は大いに参考にしていただければと思います。
　それでは、一応この議題については終了させていただきます。
　ご説明ありがとうございました。
　ありがとうございました。
　それでは、最後に、議題「その他」に移ります。
　事務局のほうで説明、何かございますか、その他は。
　議題の「その他」については、特にございません。
　ありませんね。
　それでは、４番目の大きい「その他」につきまして、報告が事務局よりあるそうですので、お聞きいただきたいと思います。お願いします。
　お疲れのところ、大変恐縮でございますが、４の「その他」について、事務局から報告をさせていただきたいと思います。
　まず、第１点目でございますが、お手元に山武市乗合タクシーの利用についてということで配付させていただいておりますが、公共交通について事務局から報告をさせていただきたいと思います。
　それでは、公共交通に関しまして、現在までの動向についてご報告をさせていただきたいと思います。
　お手元の資料の山武市乗合タクシーのご利用についてという資料をご覧いただきたいと思います。
　こちらは、これまで地域審議会の中でご報告してきた運行内容から大きな変更点というものは特にございませんので、この10月１日から新たに追加になる部分がございますので、そこの部分をご説明させていただきたいと思います。
　まず、１点目といたしましては、これは山武地域の方に向けた資料というものを、今日、ご用意させていただいたのですけれども、これまで合併前から山武市巡回バスというコミュニティバスが山武地域で運行しておりました。現在も運行しております。こちらを９月末をもちまして運休といたしまして、新たに山武地域でも乗合タクシーを実証実験運行ということで導入するということが１点目のご報告事項となります。運行する時間ですとか内容につきましては、これまで成東、蓮沼、松尾地域で運行しているものと同じ形になります。
　２点目といたしましては、料金の欄をご覧いただきたいのですけれども、10月１日から障害者の方につきまして、中学生以上、こちら乗合タクシーに関しては１回の乗車はお一人様200円、小学生については100円ということで、新たに障害者の方の運賃を設定させていただく予定でおります。これまでは無料という形で障害者手帳をお持ちの方についてはご利用いただいておりましたが、みんなで支える公共交通というものを目指すという意味でも、実証実験運行期間中にこの障害者運賃というものも実験として実施をしていきたいということで予定をしてございます。
　裏面に運行イメージ図が載ってございます。
　これまで皆様にお示ししてきた地図の中からの違いとしましては、今ご説明したとおり、この地図の左上、薄く緑色で塗ってある部分、ここが旧山武町になるのですが、ここの部分も乗合タクシーが運行すると。旧山武町にお住まいの方はさんむ医療センター、山武市役所、松尾ＩＴ保健福祉センター、ここについては直接乗り入れができますよと。これ以外は旧山武町の中の移動手段として乗合タクシーをご利用いただくというような形で10月１日から実施をしていきます。
　最後に、基幹バスと乗合タクシーの利用状況のご報告をさせていただきたいと思います。
　昨年10月から運行を開始しておりますが、基幹バスにつきましては、10月、月間の利用者数が1,331人ということでスタートしてございます。今年の４月から停留所数を従来の24カ所から45カ所増設をいたしまして、大分利用者のほうも伸びてきておりまして、直近の７月の１カ月間の利用者数が2,677人ということで、スタート時の当初10月に比べて200％の増加、昨年度末３月に比べまして約160％の増加ということで、大分順調に利用者の方も増加してきておりますので、基幹バスにつきましては、10月１日以降も現行の運行ルート、ダイヤを維持して実験を継続するということで予定をしてございます。
　続いて、乗合タクシーにつきましては、導入当初の10月は1,231名の月間利用者がございましたが、この７月では2,279名の月間の利用者がございまして、スタートした10月に比べて185％の増、昨年度末３月に比べて141％の増ということで、こちらも大分乗合タクシー、基幹バスともに利用者の方、また市民の方への周知というのが図られてきたのかなというのも影響しておりまして、利用者も増加傾向にあるといった状況でございます。
　簡単ではございますが、報告としては以上です。
　では、引き続き、もう１点ありましたか、お願いします。
　それでは、２点目の報告といたしまして、成田空港の関連でございますが、混雑緩和飛行ルートの騒音測定についてということで報告をさせていただきます。
　企画政策課の小川です。どうぞよろしくお願いいたします。
　資料のほうは、お手元に混雑防止策に係る航空機騒音実態調査結果の中間報告ということで、お手元に差し上げてございますが、これは23年夏ダイヤよりということですが、これにつきましては、２月10日に地域審議会におきまして空港の容量拡大、30万回に向けた取り組みということで成田国際空港株式会社からご説明をいろいろいただきました。今回、23年夏ダイヤということで、これは実は３月27日からこの夏ダイヤで実際運航をされているものでございます。
　その夏ダイヤがどういったものかということでおさらいなのですが、南風時に九十九里方面に離陸する飛行機なのですが、以前はそのまま海まで行って、海まで出てから右旋回したり左旋回という形でやっておりましたが、混雑緩和策ということで、海まで出るまでの間に必要な場合に限り、かつ高度が6,000フィート、約1,800メートルに到達し、かつ騒防法の第一種区域、これは松尾なのですけれども、成田の方面から来て線路までの区間、それが第一種区域ということで定められていますが、それを超えた場合に、必要に応じて右に旋回しますというような運航を今やっております。そうしますと、お気づきになった方もいると思いますが、以前より随分手前で曲がっているね、今までとコースが違っているねということでお気づきになった方もいると思いますが、当然騒音の問題が気になるところでございます。
　そういったことで、資料のほうを見ていただきたいと思いますが、成田国際空港株式会社のほうで調査の日時とございますが、実際に新たな飛行コースをする前の期間、これは実際に３月８日から16日までの間ということで、その間に３月11日の大震災がありまして11日、12日は測定はできませんでしたが、３月８日から16日の間、それと混雑緩和策を実施した３月29日から４月４日までの間ということで騒音測定をやりました。騒音測定をやった場所といいますのが、さんぶの森の中央会館、ぐるっと右旋回していって上に向かっていきますので、それと山武市役所ということで２カ所、本市では行われております。
　その結果でございますが、４ページをご覧いただきたいと思います。
　測定の結果ということでございまして、上の表ですけれども、変更前と変更後がございまして、それぞれ変更前にＡ滑走路を使った便数1,148、Ｂ滑走路は740、合計で1,893、変更後につきましては、同じように1,082、698ということで1,780といったものを対象に、すべて測っております。
　５ページには防止対策の対象便についてということでございますが、その間、新たな夏ダイヤで運航したところなのですが、震災の影響でかなり便数も減っていまして、実際に対象になった便が103便ございました。そういった中で、実際の便がちょっと少ないのですけれども、そういった中で103便を対象に測定をしているところでございます。
　結果として、７ページを見ていただきたいと思うのですが、離着陸の合計の平均騒音レベルということで、左下のほうにさんぶの森中央会館というのがございまして、上段が変更前、要するに３月27日以前のものです。これが、平均でいきますと60.1デシベル、下が３月29日から４日まで測定した結果、59.4ということで、ほとんど変わりがない、逆にちょっと下がっているようなところです。山武市役所においては、変更前が58.2、変更後が57.7という状況でございまして、どちらのほうもほぼ変わっていないという状況でございます。
　一番後ろの10ページを見ていただきたいと思いますが、当面といたしまして、今回、測定期間中に運航制限緩和策を実施した航空機は、先ほど言いましたように離陸が101便、着陸が２便ということで合計103便でやりました。先ほど言いましたように、かなり少ないサンプルになっています。そういった問題もございまして、今後必要に応じて空港会社のほうでは再度、また時期を見はからって騒音測定をいたしまして、その結果をご報告するという話になっております。
　今回、そういった少ない形ではございますが、その結果、先ほども言いましたように、変更前と変更後、下の表でございますが、さんぶの森、中央会館では60.4、そして変更後、59.6、市役所は58.3の57.7ということで、誤差がほとんどない状態でございまして、これは通常の誤差の範囲ということで、変更後に新たな騒音が発生しているということは今回の調査からは出ていないという状況の報告がございました。
　現在、航空機の性能もかなり上がっていて、また航空機が小型化しているということも騒音の少なくなっている状況に影響を与えているのではないかというようなお話が空港会社からされているところでございます。
　今後、便数がどんどん増えてきますと、またいろいろな形でそういった影響が出てくると思います。これにつきましては、私どもも空港会社に要望等を出させていただいて、対応を図っていただくようにお願いしますので、また何かお気づきのことがありましたら、遠慮なくご連絡をいただければと思います。
　以上でございます。
　ありがとうございました。
　何かお聞きしたいこと、今のご報告の中でありますか。
　ちょっと、では私、すみません。ひとつ聞かせてください。航空機の騒音が変わるというか、低くなる要因というのは何かあるのですか。飛行機自体が騒音緩和する機体になったから下がるのか。
　著しく下がっているという状況ではないのです。ほとんどこれは測定の誤差の範囲という状況だと思います。特別、先ほども言いましたように、航空機が総じて性能がよくなったり、小さくなったりというのはあるのですけれども、あくまでも平均でとっていますから、そういう飛行機が多くなれば、おのずと下がってくるということなのですが、特別影響があって下がったというような数値ではないですね。ほとんど変わらないと。
　便数が増えようが減ろうが関係ないのか。
　そうですね、平均でいきますから。
　わかりました。
　ほかに。どうぞ、野口委員。
　すみません。この騒音の話ではないのですけれども、いいでしょうか。ちょっと教えてください。
　飛行機が通って、素人判断でごめんなさい。音はわかりました。
　すごく高いところへ行くと機体に氷がついて、それが急に下がって着陸のときに落ちるとか、そのためにハウスのビニールに被害があったとか、あるいは飛行機の機体のどこかが落ちてくるとか、そういうようなことはゼロなのでしょうか。全然知らないので。今までにそういう被害というのはないのかどうか。テレビでたまに特集があって、こんな事件がありましたとか、こういう事故、こんなことでひやっとしましたとかあるのですけれども、山武市の場合、どうなのでしょう。
　今お話のあったように、かなり注意はしているのですけれども、それでもゼロではなく、たしか、記憶の範囲で申し訳ないのですが、今年に入っても成田市のあるエリアのビニールハウスにある航空会社の部品が落ちたというようなお話がありました。それについては、その都度航空会社のほうに国とかあらゆる機関から注意を促したり、原因の究明をして報告させたりというのがあります。
　氷片ですけれども、これは、今も基本的には海の上で足というのですか、タイヤを出す作業を基本的にはしてもらっているようであります。それはなぜかというと、一番落ちやすいのが足を出したときについていたものが落ちるということで、そういった防止をするという意味で洋上で足を下げるという作業をこちらではやっていただいておりますので、最近、氷片が落ちたという事例は余り聞いていないし、私は４月から空港対策を担当していますが、当然４月からはそういう話は何にもないということで、航空各社もそういった対策は十分しているところでございます。
　ありがとうございます。もし何かあったときには教えてもらえると、うちは大丈夫だったけれども、でも、いつかうちに何か落ちるかもしれないというのが山武市内、上に飛行機が飛んでいる限り不安がありますので、隠しているというのでなくて、実際に今まではなかった、だけれども、あったら教えてくださいということで、よろしくお願いします。
　わかりました。
　いつ何時頭の上に落ちないという保証はないから、それは隠さないほうがいいと思いますね。
　はい。
　それでは、説明、報告を終わりまして、無事終了いたしましたので、ここら辺で議長の職は閉じたいと思います。
　ご協力ありがとうございました。
　ありがとうございました。
　以上をもちまして、本日の次第はすべて終了となります。
　長時間にわたり慎重審議ありがとうございました。
　これにて平成23年度第１回成東地区地域審議会を閉会いたします。
　どうもありがとうございました。


